
別紙様式（第７条関係） 

平成２８年１１月２１日 

 

報  告  書 

 

島田市議会議長 様 

 

島田市議会議員  八木 伸雄 

島田市議会議員  福田 正男 

島田市議会議員  藤本 善男 

島田市議会議員  森  伸一 

島田市議会議員  杉野 直樹 

島田市議会議員  山本 孝夫 

 

 

議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１ 日時 平成 ２８年 １１月 １９日（土） 

午後 ７時 ００分～午後 ８時 ４０分 

 

２ 会場 島田市役所 川根支所 大会議室西 

 

３ 参加者数  １４人（男性 １４人、女性 ０人） 

 

４ 役割 

(1) 受付      全員 

(2) 司会      福田 正男 

(3) 挨拶（概要）  八木 伸雄 

(4) 報告      杉野 直樹、森 伸一、藤本 善男 

(5) 答弁      全員 

(6) 記録      山本 孝夫 

 



５ 報告事項 

(1) 議会の活動の動向の市民への報告について 

 議会だよりを見てもらいながら内容を説明、報告した。 

①  総務生活常任委員会  杉野議員から 

  ・市税条例等の改正する条例 

  ・平成２８年度一般会計補正予算 

  ・平成２７年度一般会計決算認定 

  ・税制の意見書提出を求める請願 

②  厚生教育常任員会   森議員から 

・平成２８年度一般会計補正予算 

・平成２７年度一般会計決算認定 

・平成２７年度介護保険事業特別会計決算認定 

③  経済建設常任委員会  藤本議員から 

・平成２８年度一般会計補正予算 

・財産の取得（消防ポンプ自動車）について 

・平成２７年度一般会計決算認定 

  ④ 報告に対する質疑 

    ・賑わい交流拠点のことなど市民が知らないことが多い。議員から市民に 

     もっと知らせてほしい。 

      ⇒ はっきりしたことは議員にも知らされていない。情報が入れば 

        随時、議員から発信していく。（議会へ要望） 

    ・民生児童委員の仕事が多すぎる。学校行事への出席など本来の仕事以外の 

     用務が多い。一生懸命の人ほど忙しくなる。 

      ⇒ 委員会でも話が出ている。今後も改善を話題にしていく。 

        （市へ要望） 

    ・家山駅前のスポーツ広場や抜里のグラウンドの管理について島田市の管理 

     方法がはっきりしていない。川根町時代には補助金もあった。 

      ⇒ 島田市ではたくさんの施設管理についてランク付けして行って 

        いるようだ。管理表があれば公表するし、議会内でも話し合いたい。 

        （市へ要望、議会へ要望） 

    ・家山駅前のスポーツ広場のトイレが旧式のぽっとんトイレで不評だ。改善 

     をしてほしい。 

      ⇒ 市へ要望として伝える。（市へ要望） 

    ・FM しまだが地域によって聞こえない。 

      ⇒ 地域によって聞こえないのは川根地区以外でも存在していること 

        を承知している。インターネットが出来れば聞ける。今後の課題と 

        したい。 

    ・光ファイバー整備は川根地区全体が対象になっているのか。 

      ⇒ 整備は民間の行う事業でどこからどこまでという詳細は不明。 

    ・茶の専門官を置くと聞く。どういう内容なのか。 



      ⇒ 来春の組織再編で茶業振興室の設置が出された。この中に専門官 

        を置くと思うが、どんな役割を担うかは今のところ不明。 

 

(2) 意見及び情報の交換について（今回はテーマ設定なし。） 

   ・自治基本条例の検討委員になって素案作成に参加した。素案が市から 

出され素案に対する意見聴取を行っている。議員はどのように考えて 

いるか。 

 ⇒ 議員もこの条例に対し当局も含めたメンバーで勉強会を行って 

   研究している。素案に不足部分もあり最終的に出される上程内容 

について各議員が吟味し賛否を決める。 

    ・政務調査費の使い方について市民はよくわからない。使い方や実績を 

     もっと公表すれば議員活動が分かりやすいのではないか。 

      ⇒島田市ではすでに報告書を公表しており市役所本所支所で公開 

       している。 

      ⇒使用結果は議会だよりに掲載しているが、各議員の使用目的を 

       今後当該期の始めの議会だよりに掲載することを検討したい。 

       （議会検討事項） 

    ・新設された川根小学校の防災倉庫に昨年末に報告を受けている非常食と 

     水が今年９月にはなくなっている。不思議だ。 

      ⇒市へ確認をする。（市への要望） 

    ・川根地区の人口を増やす施策について議員はどう考えているか。 

      ⇒議員も市当局も頭を悩ませている。都会の田舎暮らしを求める人の 

       調査や空き家バンクなどいろいろ施策を当局も行っている。多くの 

       自治体で人口減対策を考えている中、川根地区だけ人口を増やす 

       施策を考えるのは難しい。 

 

 情報提供として八木議会運営委員長より 

川根地区のこれからの振興策について簡単に紹介をした。 

 ・抜里の観光トイレは入札が終わったところ。今後具体的に進められる。 

 ・パラグライダー整備事業は４０万円の予算がついた。 

 ・メタンガス利用の事業は請負業者が決定した。計画通りに進められる。 

 ・鵜山自然公園整備はこれから進められる予定。 

 

(3) 市等への要望事項 

①  議員は市の情報を速やかに市民へ提供してほしい（議会へ） 

②  民生委員の仕事の軽減化（市へ） 

③  川根地区公共施設の管理方法開示（市へ） 

④  家山スポーツ広場のトイレの改修（市へ） 

⑤  自治基本条例の村田ハルキ氏の講演会を開いてほしい。 

  日詰教授だけでなく他者の意見も必要。（市へ） 



⑥  政務活動費のさらなる公開方法の再考。（市へ議会へ） 

⑦  川根小学校の防災倉庫の備蓄品の調査（市へ） 

 

６ まとめ（所見） 

  マスコミでも取り上げられている政務活動費についてもっと多くを知りたがっ

ている。市民側は情報公開していることも知らない様子。この際もっと知ってもら

う工夫が必要か。また防災倉庫の備蓄についても情報交換が十分なされていない 

 感がある。お互いの信頼を得るのには積極的な情報交換や話し合いの場が必要。 

  市の施策については人口減に危機感を有し、島田市の対策に期待を寄せている。 

  全体としてピリピリ感はないが多くの改善点が多くの参加者から出された。 

 

 

 

 

 

 

 


